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＜病棟連絡事項＞
・精神科救急当番日の注意点、厳守お願いします。
①精神科救急受診依頼の電話があった時点で、電話を受けたスタッフは、夜間チーフではなく看護当直者に報告をする。
②夜間チーフは、直接電話対応者から連絡があった場合でも看護当直者への確認を即時に行い、対応の確認をする。
③土日が救急日にあたっている場合は、チーフならびに庶務スタッフは日当直医に、本日が救急当番日であることを報告する。

・気温上昇しています。水分補給やアイスノン、氷枕など提供し対応して下さい。合併症室の冷房修理依頼、再度しています。Cユニットへも冷風機設置しています。

・7月21日(水)基礎疾患（64歳以下）患者様のコロナワクチン接種予定（1回目）16名

＜患者様連絡事項＞
・吉田　晶二様～船場Dr.来棟され、診察。胆石性胆のう炎治療中でここ1週間セフトリアキソン点滴を行ってきましたが、時々37℃台の発熱を繰り返しており、気になるとの事で採血指示あり。9:40指示にて採血実施している。

・前田　忠弘様～船場Dr.来棟され、ウルソデオキシコールが本日分までとなっている事を報告。本人の診察を行っている。診察時、ベッド上で臥床しており、話し掛けにも殆ど答える事は無く、意思の疎通は不可。腹部は触診では、特に筋性防御などの異常は無い。Knock painも無い。ウルソは継続処方（11日分）。

・下屋敷　キヨ様～今朝から38.4℃の発熱あり、クーリングで対応していたが、解熱せず。来棟されていた船場Dr.へ状態報告し、診察。脱水熱の可能性がある事から点滴2本(ラクテック注500ml+ソリタT3　500ml)2日分処方。併せて、IFオーダーに「発熱時」追加、発熱時継続指示のカロナール錠200mg　1T　3回分処方となる。

・北向　勇治様～食事形態についてカロビタンゼリーを各食へ付けた方が食事摂取も進む可能性があるとの申し送りにて栄養スタッフへ相談し、本日昼から各食にカロビタンゼリーを付けてもらう事としている。

・荒谷　イト様～ご飯の量が多いと本人より訴えあり、栄養スタッフへ相談し、本日昼から軽々食へ変更となる。

・荒谷　キクヱ様～食事摂取量少ないが、メイバランスミニは提供すると摂取出来ている為、栄養スタッフへ相談し、ハーフ食・メイバランスミニ（1-2-1）へ変更となる。

・上野　タケ様～食事摂取量少ないが、メイバランスミニは提供すると摂取出来ている為、栄養スタッフへ相談し、ハーフ食・メイバランスミニ（1-2-1）へ変更となる。

・相内　キヨ様～大川PSWより連絡。ケアマネより以下連絡あり。当初ご家族は7月21日(水)退院を希望していたが、退院後すぐのサービス調整が難しい事から7月26日(月)の退院を希望。変更可能である事を伝えている。退院時間については家族と相談後に連絡頂く事としている。又、ケアマネより本人との面会希望あり、7月22日(木)15時～ 内科診察室にて実施予定。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室侵入・他患者様の私物弄り等の迷惑行為あり予定より早くに開放観察終了している。自傷行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
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・佐々木　一様～終日隔離中。落穂拾い様の常同行為見られる。行動は幻覚に強く左右されているが食事は各食2/3自力摂取出来ている。疎通性も良好であり静穏である。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・吉田　晶二様～開眼状態を維持出来ず傾眠状態にある。声掛けに対し単語の発語聞かれるも文章を話す事は無い。13:40検温時37.8℃の発熱ありクーリング開始している。抗生剤投与開始後も発熱持続している事から船場Dr.より採血の指示。点滴トラブル無く終了している。

・飯田　修子様～他者への談話心迫的な話掛けの多さ目立ち落ち着き無い。情動不穏顕著であり易刺激性亢進から不穏・興奮状態となり9:28には不穏時) リスペリドン内用液(2)1P服薬。以降も同状態だがトラブルは無い。

・佐々木　ツヤ様～介護抵抗著明。食事介助行うも拒否・抵抗強く摂取量は数口程度。臥床状態で独語し続けている。問題行動・危険行為は見られない。

・沼山　真紀子様～様々な考えが次々と浮かび、考えを行動化せずにはいられないという様子。支離滅裂とはしていないが言語は解体しており、論理が著しく歪んでいる。不安・焦燥感強く静穏では無いが不穏状態でも無い。

＜金Dr.診察情報＞
・沼山　真紀子様～入院時採血検査キャンセル。他指示の変更や処方内容の変更なし。

・佐々木　一様～7/20より午前午後2hずつの開放観察指示となっている。処方内容の変更なし。

・東野　愛様～指示の変更や処方内容の変更なし。

・田中　テル様～指示の変更や処方内容の変更なし。

・中村　聡様～指示の変更や処方内容の変更なし。
